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次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
金
銭
・
不
動
産
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

７
月
16
日
d

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

余
市
中
央
公
民
館
２
階

◆
定
員

６
人
。
１
人
の
相
談
時
間

は
30
分
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
　
町
民
生
活
係

℡
21
―
２
１
２
０

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ら
の
ご
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
し

て
い
ま
す
。

融
資
額

４,

８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
５
年
以
内

設
備
資
金
10
年
以
内

利
　
　
率

年
２
・
45
％

（
固
定
利
率
、
５
月
16
日
現
在
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
民
生
活
金
融
公
庫
小
樽
支
店

℡
０
１
３
４
―

23
―
１
１
６
７

「
不
正
軽
油
」
と
は
、
軽
油
に
灯

油
や
重
油
な
ど
混
ぜ
た
「
混
和
軽
油
」

や
軽
油
以
外
の
石
油
製
品
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
「
製
造
軽
油
」
な
ど
を
い
い

ま
す
。
不
正
軽
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
燃
料
用
と
し
て
販
売
又
は
使
用
し

ま
す
と
軽
油
引
取
税
の
脱
税
行
為
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
不
正

軽
油
は
、
排
気
ガ
ス
中
の
Ｐ
Ｍ
（
粒

子
状
物
質
）
や
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化

物
）
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
大
気
汚

染
の
原
因
と
な
り
、
自
然
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
７
月
を
「
不
正
軽

油
防
止
強
化
月
間
」
と
し
、
不
正
軽

油
を
「
作
ら
な
い
」・「
売
ら
な
い
」・

「
買
わ
な
い
」・「
使
わ
な
い
」
を
合
い

言
葉
に
、
不
正
軽
油
撲
滅
の
取
組
み

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、「
原
油
・

原
材
料
価
格
上
昇
に
関
す
る
特
別
相

談
窓
口
」
で
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
か

を
強
化
し
ま
す
。
不
正
軽
油
に
関
す

る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
と
こ

ろ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
不
正
軽
油
一
一
〇
番
（
通
話
料
無
料
）

【
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
】

０
８
０
０
―
８
０
０
２
―
１
１
０

ま
た
は

小
樽
道
税
事
務
所
課
税
課

℡
０
１
３
４
―
23
―
９
４
４
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
余
市

℡
０
１
３
５
―
22
―
３
２
８
８

の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ト
イ
レ
内
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
な
ど
の
紙
以
外
の
も
の
を
捨
て
る

と
、
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
が
詰
ま
る
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

■
体
温
計
な
ど
の
水
銀
や
薬
品
な
ど

を
捨
て
る
と
、
処
理
場
の
機
能
が
果

た
さ
な
く
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
後
志
衛
生
施
設
組
合
衛
生
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
３
５
―

22
―
４
４
８
９

来
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
の
多
く

の
生
徒
が
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し

て
お
り
ま
す
が
、
新
卒
者
を
取
り
巻

く
雇
用
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
地
元
で
就
職
し
、
地
域

で
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
優
秀
な
若

い
人
材
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
来
年
３
月
卒

業
予
定
の
生
徒
向
け
新
規
学
卒
求
人

の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
若
い

人
材
を
活
か
し
地
域
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
若
者
の
自
立
を
促
進

す
る
た
め
に
も
、
地
元
企
業
・
関
係

団
体
か
ら
の
求
人
を
広
く
募
集
い
た

し
ま
す
。

未
来
を
担
う
若
者
の
積
極
的
な
採

用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

小
樽
海
上
保
安
部
で
は
、
漁
の
繁

忙
期
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
活
発
と

な
る
夏
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
全

国
海
難
防
止
強
調
運
動
を
初
め
、
一

層
の
海
難
防
止
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
海
難
防
止
の
重
点
事
項

・
見
張
り
不
十
分
又
は
操
船
不
適
切

に
よ
る
衝
突
海
難
の
防
止

・
海
中
転
落
し
た
遭
難
者
が
無
事
生

還
す
る
た
め
に
有
効
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
着
用
の
推
進
等

・
漁
船
に
お
け
る
居
眠
り
運
航
の
防

止
、
見
張
り
の
徹
底

・
防
水
型
携
帯
電
話
等
の
連
絡
手
段

の
確
保
（
海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

小
樽
海
上
保
安
部
交
通
課

℡
０
１
３
４
―
23
―
０
４
８
１

北
後
志
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
北
後

志
５
町
村
か
ら
運
ば
れ
る
「
し
尿
」

や
「
浄
化
槽
汚
泥
」
を
衛
生
的
に
処

理
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。
浄
化
機

能
を
効
率
的
に
働
か
せ
る
た
め
、
次

防
衛
省
で
は
防
衛
大
学
校
・
航

空
・
看
護
・
一
般
曹
候
補
の
各
学
生

及
び
２
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集
し

ま
す
。

職
務
の
内
容
・
応
募
資
格
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
随
時
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

■
場
所

自
衛
隊
小
樽
地
域
事
務
所

（
小
樽
市
稲
穂
１
―
12
―
８
）

※
な
お
、
遠
方
の
方
な
ど
は
ご
希
望

の
場
所
に
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
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